
ど
中
国
全
域
に
広
が
っ
て
い
る
。

時
代
的
に
は
、
大
枚
口
文
化
初
期
、
す
な
わ
ち
紀
元
前
四
五
○
○
年
頃
か

ら
中
期
に
わ
た
っ
て
も
っ
と
も
盛
ん
で
あ
る
が
、
大
波
口
文
化
晩
期
か
ら
急

速
に
減
少
し
、
竜
山
文
化
期
に
な
る
と
次
第
に
消
滅
し
て
ゆ
く
。
そ
の
後
の

時
代
の
も
の
で
は
、
山
東
省
城
子
崖
に
お
け
る
戦
国
時
代
の
墓
葬
か
ら
発
掘

さ
れ
た
、
成
年
男
子
五
体
の
右
側
上
顎
側
切
歯
の
抜
去
例
が
報
告
さ
れ
て
い

る
が
、
他
に
は
信
ず
る
に
足
る
報
告
は
な
い
。
し
か
し
文
献
に
よ
れ
ば
、
こ

の
風
習
は
一
部
の
民
族
に
よ
っ
て
引
き
つ
が
れ
、
近
代
ま
で
続
い
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。

欠
歯
の
実
状
は
、
性
別
で
は
男
女
共
に
高
率
に
現
れ
、
年
齢
は
幼
少
年
期

に
は
見
ら
れ
ず
、
十
四
歳
前
後
の
成
人
期
に
行
わ
れ
て
い
る
。

欠
歯
部
位
は
ほ
と
ん
ど
の
例
（
四
五
二
例
中
四
○
二
例
）
が
両
側
上
顎
側

切
歯
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
我
国
縄
文
時
代
の
複
雑
な
欠
歯
様
式
と
は
著
し
く

異
る
も
の
で
あ
る
。

有
史
時
代
に
な
る
と
、
前
記
の
戦
国
時
代
の
例
を
除
い
て
は
、
す
べ
て
文

献
に
見
ら
れ
る
の
承
で
あ
る
。
文
献
は
周
秦
時
代
の
作
と
い
わ
れ
る
『
山
海

経
』
を
初
め
と
し
て
、
近
代
清
朝
期
に
至
る
各
時
代
に
存
在
す
る
。
こ
れ
ら

の
文
献
に
よ
れ
ば
、
欠
歯
を
行
う
民
族
は
、
初
め
僚
と
呼
ば
れ
、
後
に
佗

倦
、
さ
ら
に
、
打
牙
佗
倦
と
呼
ば
れ
る
民
族
で
あ
る
。
打
牙
佗
倦
に
お
け
る

欠
歯
の
風
習
は
、
十
九
世
紀
半
ば
ま
で
は
結
婚
に
伴
う
風
習
と
し
て
存
在
し

た
が
、
そ
れ
以
後
は
完
全
に
廃
れ
て
し
ま
っ
た
。

欠
歯
の
部
位
は
ほ
と
ん
ど
が
両
側
上
顎
側
切
歯
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
か
ら

欠
歯
の
意
義
を
推
察
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
実
施
の
年
齢
が
成
人
期
で

あ
る
こ
と
、
男
女
と
も
高
率
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
基
き
、
ま
た
後
代
の

唐
沢
信
安

済
生
学
舎
が
な
ぜ
「
廃
校
」
に
な
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
今
日
大
き
な
謎

を
残
し
て
い
る
。
ま
た
、
済
生
学
舎
が
、
現
在
の
日
本
医
科
大
学
の
源
流
に

な
っ
て
い
る
事
も
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

済
生
学
舎
は
、
明
治
九
年
四
月
九
日
、
長
谷
川
泰
に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
た

医
術
開
業
試
験
の
た
め
の
医
学
校
で
あ
る
。
泰
の
師
で
あ
る
順
天
堂
の
佐
藤

、
、
、
、
、
、
、

尚
中
の
遺
志
で
あ
る
洋
方
医
の
早
期
養
成
を
受
け
継
い
で
、
多
く
の
医
家
を

や
よ
い

世
に
送
っ
た
。
そ
の
中
で
、
野
口
英
世
や
吉
岡
弥
生
等
の
学
者
や
指
導
者
が

こ
の
学
校
の
出
身
者
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
済
生
学
舎
が
廃
校
に
な
っ
た
の
は
、
長
い
間
の
東
大
赤
門
派
閥
の

指
導
者
と
の
闘
争
史
で
あ
っ
た
事
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

明
治
二
十
三
年
頃
に
な
る
と
、
森
鴎
外
や
青
山
胤
道
（
後
の
東
京
帝
国
大

学
医
科
大
学
学
長
）
等
が
会
談
し
て
済
生
学
舎
の
教
育
を
批
判
痛
罵
す
る
よ

う
に
な
る
。
そ
れ
は
森
鴎
外
の
『
医
育
論
』
の
中
で
見
る
事
が
で
き
る
。

次
い
で
、
明
治
三
十
一
年
の
暮
よ
り
三
十
二
年
の
春
に
か
け
て
「
医
師
会

法
案
事
件
」
な
る
物
が
起
っ
た
。
全
国
の
開
業
医
四
万
人
が
、
自
ら
の
権
利

と
品
位
の
向
上
を
求
め
て
、
大
日
本
医
会
を
通
じ
て
国
会
に
医
師
法
案
な
る

文
献
を
参
照
し
て
考
察
す
れ
ば
、
欠
歯
は
成
人
式
又
は
婚
姻
儀
礼
の
一
環
と

し
て
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
文
献
に
よ
れ
ば
、
服
喪
の
儀
礼

と
し
て
も
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
．

（
平
成
元
年
十
一
月
例
会
）

済
生
学
舎
の
歴
史
に
つ
い
て
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も
の
を
提
出
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
約
六
○
名
の
東
大
医
学
部
教
授
達
を
中
心
と
し
た
「
医

師
会
法
案
反
対
同
盟
」
が
結
成
さ
れ
、
猛
烈
な
反
対
運
動
が
展
開
さ
れ
た
。

そ
の
時
の
反
対
運
動
の
指
道
者
は
、
元
済
生
学
舎
の
講
師
で
、
長
谷
川
泰
に

、
、
、

幼
少
時
代
よ
り
眼
を
か
け
ら
れ
て
来
た
、
同
郷
（
新
潟
県
出
身
）
の
入
沢
達

、吉
で
あ
っ
た
。
入
沢
達
吉
の
思
想
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

目
正
規
の
官
立
医
学
校
や
東
大
出
身
者
と
、
「
医
術
開
業
試
験
合
格

者
」
お
よ
び
従
来
の
漢
方
医
よ
り
洋
方
医
に
転
じ
た
医
師
と
同
一
の
法、

律
の
下
で
「
医
師
法
案
」
を
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
（
医
師
の
差

、
、

別
論
）
（
官
尊
民
卑
の
思
想
）

、
や

。
そ
の
た
め
に
医
術
開
業
試
験
を
全
廃
し
て
、
私
立
医
学
校
の
粗
悪
な

速
成
教
育
を
廃
し
、
官
立
の
大
学
と
専
門
学
校
の
糸
と
し
、
医
学
の
レ

・
ヘ
ル
を
高
め
、
日
本
の
医
学
教
育
を
先
進
国
並
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
（
医
学
教
育
の
統
一
論
）

白
右
の
目
的
の
障
害
に
な
っ
て
い
る
の
が
長
谷
川
泰
の
経
営
す
る
「
済

生
学
舎
」
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
文
部
省
と
相
談
の
上
、
法
律
の
力
で

、
、
、
、

済
生
学
舎
を
潰
す
の
が
当
面
の
問
題
で
あ
る
。

こ
の
思
想
的
政
治
運
動
に
よ
り
、
医
師
会
法
案
は
衆
議
院
は
通
過
す
る
も

貴
族
院
で
廃
案
と
な
っ
た
。
勢
い
を
得
た
反
対
同
盟
の
人
々
は
名
を
「
明
治

医
会
」
と
改
め
、
右
の
医
術
開
業
試
験
廃
止
と
、
私
立
医
学
校
の
廃
校
を
目

標
に
「
専
門
学
校
令
」
を
発
布
し
て
泰
に
迫
っ
た
。
長
谷
川
泰
は
、
薬
律
改

正
の
問
題
も
か
ら
ぷ
、
四
年
間
衛
生
局
長
の
座
に
あ
っ
た
が
辞
し
、
済
生
学

舎
を
守
る
た
め
に
努
力
し
た
。

苦
難
の
末
、
ギ
リ
ギ
リ
の
線
ま
で
退
き
、
つ
い
に
禅
の
道
（
仏
門
）
に
入

る
こ
と
す
ら
考
え
た
。
そ
の
結
果
の
廃
校
宣
言
で
あ
っ
た
。
後
に
残
さ
れ
た

学
生
の
事
を
考
え
る
余
裕
さ
え
な
か
っ
た
。
残
さ
れ
た
学
生
と
教
師
は
「
同

窓
医
学
講
習
会
」
を
つ
く
り
、
日
本
医
科
大
学
へ
の
掛
橋
を
つ
く
っ
た
。

（
平
成
二
年
一
月
例
会
）

Ｗ
Ｈ
Ｏ
西
太
平
洋
地
域
事
務
局
初
代
伝
統
医
学
担
当
医
官
と
し
て
、
一
九

八
四
年
よ
り
ほ
ぼ
五
年
、
マ
’
一
ラ
を
拠
点
に
、
極
東
、
東
南
ア
ジ
ア
、
南
太
平
洋

の
各
国
の
伝
統
医
学
の
普
及
発
展
活
動
に
従
事
し
た
。
こ
の
間
各
国
で
伝
統

医
学
の
研
究
状
況
を
調
査
す
る
う
ち
に
、
折
々
日
本
が
第
二
次
世
界
大
戦
中

に
行
っ
た
薬
用
植
物
の
研
究
に
触
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
は
、
朝
鮮
、

中
国
、
。
ヘ
ト
ナ
ム
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ジ
ャ
ワ
、
・
ハ
プ
ア
’
一

ユ
ー
ギ
ニ
ア
、
南
太
平
洋
の
島
填
な
ど
、
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
の
版
図
の
中

で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
つ
い
て
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
側
の
資
料

を
中
心
に
、
今
回
と
同
じ
タ
イ
ト
ル
で
『
日
本
医
事
新
報
』
三
四
一
○
号
と

三
四
二
号
に
上
・
下
に
分
け
て
発
表
し
た
。
今
回
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
薬

用
植
物
研
究
の
歴
史
と
と
も
に
、
そ
の
後
得
る
こ
と
が
で
き
た
日
本
側
の
資

料
を
交
え
て
報
告
し
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
薬
用
植
物
研
究
の
歴
史
は
、
四
期
に
分
け
る
こ
と
が
で
き

る
。
ま
ず
十
六
世
紀
に
始
ま
る
ス
ペ
イ
ン
に
よ
る
統
治
下
の
主
に
神
父
に
よ

っ
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
初
期
の
も
の
は
一
六
二
年
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
派
の
神
父
プ
ラ
ス
・
デ
・
ラ
・
マ
ド
レ
・
デ
・
デ
ィ
オ
ス
（
里
陪

号
旨
昌
沙
号
の
鳥
貝
。
唖
）
に
よ
る
。
そ
の
他
に
も
何
人
か
の
神
父
に
よ
る

日
本
占
領
下
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
薬
用
食
物
研
究

津
谷
喜
一
郎
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